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2桁 0 1 2 3 4 5 6 7 　8
！
9
0 O 0 0 0 01 01201501802 023
1 02502803 03303503804 043045048
2 05 053．05505806 06306506807 073
3 07507808 08308508809 093095098
4 1 103 10510811 113 115 11812 123
5 125 12813 133135 13814 143 145 148
6 15 159 168176185 194203211 22 229
7 238246255264273281 29 299308316
8 32533434335136 369378386395404
9 41342143 439448456465478483．491
　　　　　　※100の時は「Z係数0．5」となる。
（注意）
　1．フォーマット・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c
　①マーク×は間題点，すなわち「ねらいの品質」通りになっていない。
　②問題点とは，大きさ，経，距離，工法，及び上限，下限管理ラインな
　　どの基準値を割っている時の点数。
　③各作業工程開始前の現場での三者合同定例会議の打ち合わせに「フォ
　　ーマット・1」を使用し，問題があれば見積り「減額制度」を適応す
　　ると，前もって警告を発する。
　④各作業工程が始まれば，その「一作業工程」の初日にこの「フォーマ
　　ット・1」を実行第一回目として使用する。従ってこの日時は，ラン
　　ダムに選別するのではなく，初日の仕事と平行して，その作業量から
　　選んでチェックする。そしてこのチェックリストの上段に記入する。
　⑤各工程完了後はランダム・選別法式で施主が検査場所を選び，その「
　　フォーマット・1」に指定した限定数量だけチェックし，一リストの下
　　段に記入する。但し一度検査エリアを選べば連続して測定する。
一21一
　2．係数表
　①品質を高めることが目的であるので，ペナルティ返金よりも手直しを
　　優先することを義務づける。
　②これは最初の試案であるので，ペナルティ支払金額は最低限に抑えら
　　れている。これらが普及した時点において，ペナルティ金額は増額さ
　　れる。すなわち，Z係数値が上がる。
　③ペナルティ払戻金は，問題点60に対し，工事費の15％ぐらいを目やす
　　としてZ係数値が試作的に提案されている。
各作業工程のチェックに於ける重要測定項目
ノ、目
号 測　　定　　内　　容
① 水盛遣り方 基礎中心線上の位置及び基礎高さの確認
② 割栗石 種類，大きさ，型
③ 基礎鉄筋 型，経，間隔，接合状態
④ コンクリート スランプ値，混ざり具合，幅，型枠，期問
⑤ アンカーボルト 経，高さ，間隔
⑥ アンヵ一と土台 土台中心ラインからの位置，土台よりの出の高さ
⑦ 土台と柱 柱下の土台の状態及び床下換気孔との関係
⑧ 軸組み 箱子板ボルト，鍵，火打材の確認
⑨ 主要材料（土台柱梁小屋〉 種類，等級，寸法，色
⑩ 断熱材 種類，厚さ
⑪ 外壁とサッシュ 種類，色，厚さ，目地コーティング，隅
⑫ 屋　　根 材質，厚さ，重ね，勾配，色
⑬ 床 種類，材質，厚さ，仕上がり
⑭ 内　　壁 種類，材質，厚さ，仕上がり
⑮ 天　　井 下地，種類，厚さ，仕上がり
⑯ 樋 受け，勾配，種類，材質
⑰ 給　　水 パイプ材質，経，メインテナンス
⑱ 排　　水 パイプ材質，経，勾配，メインテナンス
⑲ 熱源器具 種類，材質，安全，メインテナンス
⑳ 電気器具 デザイン，設置位置，種類
（注）上記内容を測定するときは，各項目番号別にそれぞれの内容に合わせ
た基準チェックシート，管理図などの別シート「フォーマット・2」があり，
それらを使用する。まずこのシートでチェックして，問題点のみを「フォー
マット・1」へ書き込む。今回の論文では，この「フォーマット・2」の試
案は記載されていない。
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Iv．結　　論
　製造業における品質管理は工場の質の制御からスタートした。そして，そ
の品質管理は予想以上の成功を収め，戦後の40年と云う比較的短期間で日本
の工業製品は名実とも，世界の高級品として多くの国の消費者に高い信頼を
得ている。
　それにひきかえ建設業界はいろいろな面で旧体制であり，「顧客」と「施
工者」の問で手抜き工事などによるトラブルが絶えない。これらの「施主」
と「施工業者」間の真の信頼関係の回復こそ急務であることを念頭において，
今回消費者に最も人気のある在来工法による木造住宅に絞って，その設計「
ねらいの品質」と施工「できばえの品質」とのGAPsの比較研究を行った。
その結果，この種の住宅品質に関して，消費者から恒久的な「真の信用」を
得るにはまだほど遠く，少なくとも次の事柄に取組，これらの諸問題を解決
するための努力をしなくてはならない。
1．住宅産業に於ける請負業のビジネスを近代化するために，1の問題点「10」
　にとりあげたようなお茶出し，式典，工程表の省略，職方の工事掛け持ち
　や無断欠勤等の悪い商習慣を即時規制又は廃止する。これが不可能な場合｝
　は，悪い商習慣にかかる費用と時問は施工業者側の負担とする。更に契約
　書条項の特記項目として以下ことを書き留める。
　　①現場監督の経験，年齢，技能などを要求する。
　　②木材の加工以前に主要木材のチェックをする。
　　③工程表の提出。
　④追加金の問題については，契約時総工事費のプラス・マイナス3％の
　　範囲内に限定する。
2．完成建築物の悪さ加減は目標値から達成値を差し引いたものである。これ
　らの悪さ加減を表現するために各重要工程完了後の単なる検査管理ではな
　く，評点方式を採用した点数制度を設ける。建築現場と云う特殊事情を考
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　慮して，この採点方式は「選別方式」且つ「簡易計算方式」とする。今回
　試案として「フォーマット・1」方式をWで提案した。尚これらを住宅信
　用金庫など公的機関で、採用を試みてもらい，私企業への波及効果を狙う
　と有効である。
3．ある基準又は標準値を設け，その範囲内は品質保証「優」マーク制度を設
　ける。尚，基準値を大きく割る悪品な場合，すなわち管理値範囲外の評点
　をとった物件は以下の制度を採用する。
　①工事のやり直し
　②工事のやり直し不可能の場合　　　見積り減額制度
　参照：試案「フォーマット・1」，見積り減額金二Z係数×総工事費
　今回は研究材料と時間の制限などがあり，以上のようなコンセプトのガイ
ドラインに終っている。しかし以上の事柄を実行することは，住宅業界の商
習慣やその耐用年限などを考慮すれば大変困難を伴うが，他の「製造業の製
品」がQC採用以来その品質を高め今日では「キズもの」や「不良品」を消
費者に売りつけることは不可能に近い現状になりつつある。
　他の製造業の製品と比較して，価格の面ではるかに高い「住宅」が手抜き
工事とか欠陥商品として出回っていることは非常に不可解なことであり，い
つまでもこのままで放置されるべき問題ではない。このガイドラインの考え
方を今後とも押し進めて現場でも採用できる「簡易計算法」を制度化すれば，
又今回は未発表ではあるが，例えばこの論文の試案「フォーマット・1」に
付随する「フォーマット912」，すなわち各作業工程別チェックシート方式
を住宅建設の各施工段階で使用すれば，品質を「ねらいの品質」，すなわち「
設計」と「施工過程」で確立することができるので，建築物竣工時に品質が
同時に保証され，各工程完了時の単なる検査による「品質保証」ではなく，
これこそ消費者の望む「真の保証」となり得る。
　もしこれらの提案が実行されれば技術革新とまではいかなくても，この在
来工法による住宅製品の性能と品質は飛躍的に高められ，今後のこの工法住
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宅の普及に大いに役立つであろう。
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